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1 ── 小学校国語科における作文指導の課題と研究の目的
小学校国語科には「作文」と呼ばれるものがある。作文の指導について「小学校作文指
導実践事典」では「作文教育の現状」という項目で次のように記載されている。
戦後の国語教育の中で、繰り返し論じられてきたことの一つに、作文教育の不振とい
うことがある。その表れの一つとして、戦後学習指導要領が改訂される度に、国語科
では、児童・生徒の文章表現力を向上させるために施策をどうするかが、重要な案件
になっていた１）。
こうした状況の中で、戦前から取り組まれてきた「生活綴方」運動は日本の作文教育に
大きな影響を与えてきたと言えよう。「生活綴方」は文章を書くために必要な知識や技能を
獲得させることだけを目的とはしていない。「生活綴り方」は、自分が体験したことや考え
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【要旨】これまでの研究では作文を「書き換える」ことは、子どもの作品にある作者の意
図を超えた表現の効果を知らしめる新しい指導が求められることや、子どもの認識を深め
る効果があることが示されてきた。しかし、どのように指導すればそうした効果が得られ
るのかについてはあまり検討されてこなかった。そこで、本研究では、「書き換える」こ
とを取り入れた授業「文章スケッチ」を開発、その授業づくりの過程と実施した結果につ
いて考察した。授業の記録および子どもの感想を分析して考察した結果、一文による表現
から「別の言葉で言い換える」「くわしく書く」ことを、子どもがイメージしやすい発問
を構成するという指導を行うことにより、文と文がつながった文章を書かせた。「文章ス
ケッチ」の授業構造と発問の構成により、子どもたちはより豊かな言葉による描写並びに
心情の表現を書き出すことができるようになった。
たことを「ありのままに」書かせることを求め、書くことによって自らの生活を見直し、
内面の表出を求めた。こうした作文の指導は、戦後になっても現場の教師からの支持を得
て、いわゆる「学校作文」として現在に受け継がれている。「生活綴方」の伝統を現代に受
け継ぎ、作文の指導実践と研究を行っている団体に「日本作文の会」がある。同会では、
現代における作文の指導についてどのように考えているのであろうか。同会では、毎年開
催される全国大会で「研究活動方針」を提起・確認している。2011 年にはそれらが「子ど
もの人間的発達と生活綴方」として出版されている。この中で、現在の作文の指導につい
て、次のように記載されている。
03・04 方針では「心の奥にあるおもわず表れた表現を今後『表出的表現』という言葉
で表す」と新しい提案が出された。「表出的表現」は相手に何かを意識的に伝えたいと
いう表現とは異なり、自己の内面の情動に突き動かされて出てきた心の叫びの表現と
している２）。
同会では、「表出的表現」が子どもに書く意欲をわきたたせ、書くことの意味を自覚させ
ることにつながる作文の指導の根幹となるキーワードと考えられている。「表出的表現」に
ついて、同会では次のように述べられている。
私たちは、子どものあるがままの感情の素直な表出を大切にしたいと考えている。子
どもの表出は、相手に何かを意識的に伝えたいという表現とは異なり、自己の内面か
らの情動に突き動かされたところから出てきていることが多い。感情をはき出すこと
で喜びがもっと強いものになり、苦しみが和らげられることにもなる。また、深刻な
悩みを抱え込み、そのことを文章に表すことはできないでいる子どもも、身体や表情
に何らかの表出をすることで精神のバランスをとっていることもある３）。
作文の指導は、単に文章表現の指導に留まらず、子どもの内面の情動にまで踏み込んだ
子どもの生活の指導の一環でもあるという考え方が伺える。
一方学習指導要領では作文の指導はどのように扱われているのだろうか。とりわけ、あ
る時期まで学習指導要領に記載されていた「作文」という用語が、平成 10年告示の学習指
導要領国語科編から見られなくなったことについて長崎は次のように述べている。
平成 10年告示の小学校学習指導要領国語科からは、それまで書くことの領域の中で使
われていた作文という用語が見られなくなった。このことは、これまでのできあがっ
た作品を重視する考え方から、文章を書くという活動そのもの、そしてその過程を大
切にするという指導理念への移行を象徴的に表している４）。
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では、「文章を書くという活動そのもの、そしてその過程を大切にする」というのはどの
ようなことであろうか。
大熊徹は、ものを書く能力構造を表層、中層、深層の３層に分けてとらえている５）。大
熊によれば、文章を書くことは、こうした諸層の能力を全層的・系統的に捉えることで書
くことに特化せず、「読むこと」や「話すこと・聞くこと」と有機的に関連させて身につく
とされている。そのため、「書くこと」の指導は、「作文」という独立した時間の中で書く
のではなく、さまざまな指導事項と関連させて学習させるように位置づけられた。子ども
の言語活動は、もの・ことに対する主体の認識の働きである。認識というのは、もの・こ
とを関係性の中でとらえ、ひとつの思想に構成する行為である。国語では言葉を媒介とし
て認識が成立することで初めて表現という行為に至る。「できあがった作品を重視する考え
方から、文章を書くという活動そのもの、そしてその過程を大切にする」ということは、
もの・ことに関する認識が形成されていく過程を大切にすることである。認識の形成過程
では、単に事実を正確に書くことにとどまらず、書くに至るまでの葛藤、子どもの内面の
情動にまで踏み込んだ表現の表出が必要になってくる。これが深層の表現であるととらえ
られる。このように見てくると、現代の作文指導の課題が、「表出的表現」「深層の表現」
をいかに引き出し、認識を深めることができるかにあることがわかる。
では、そのためにこれまでどのような指導がなされてきたのだろうか。田中螢一は「読
み返しが認識を確かにする」として、読み返す中で事実を述べた部分と事実に対する筆者
の思いが表出された部分の双方について、対象認識を精密にする指導を行うことが必要だ
としている。その上で、書き直しをさせている６）。田中は「読み返し」によって認識を整
え、確実にさせていくことが重要であると指摘しているが、作文の指導においても、「書く
こと」の指導においても、「書き直す」ことも同時に重要なのではないだろうかと筆者は考
えた。
こうした課題をふまえて、本研究では、これまでの作文の指導が課題としてきた「表出
的表現」や「深層の表現」にせまる文章を書かせるために「文章スケッチ」の授業実践を
開発した。この実践を通して「書き直す」ことによって認識が深まる過程を記録し、その
記録をもとに「書き直す」ことの教育的意義について考察する。
2 ── 教材研究─文章を書き直すことに関して
先に述べたように、本研究では具体的な授業実践を開発して、その実践をもとに考察す
る。開発した授業は「文章スケッチ」と名付けた。この授業実践を構築するために、はじ
めに「書き直す」ことについて教材研究を実施した。ここではその経緯について述べる。
教材研究として２つの方策を考えた。ひとつは、作文の指導に関する教育実践の検討で
ある。これまでの作文の指導がどのようになされ、どのような成果があり、どのような課
題があるのかを考察した。とりわけ「書き直す」ことを取り上げた実践に注目した。次に、
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一般的な文章作成のマニュアルについて検討した。ビジネス書などで文章の書き方に関す
る出版物が多く出されているが、その中で「書き直す」ことがどのように取り上げられて
いるのかについて注目・検討した。
（１）作文の指導に関する実践の検討
まず、これまでの作文の指導の「書き直す」ことに関する成果と課題について見ていく。
これまでの作文の指導を見ていくと、表現指導の中に「ありのままを書く」という方法が
見られる。これには２つの意味がある。生活綴方教育の先駆的実践家であった国分一太郎
は「『ありのままのことを、ありのままに書かせる』しごとからはじめなければならない」
という７）。国分の主張は「ありのままのこと」と「ありのままに」の２つに分けて考える
ことができる。生活綴方の実践家であり、後進の指導にも力を入れていた田宮輝夫は国分
の主張から「ありのままのこと」をその通りに書くと解釈した。また、「ありのままに」を
「正直に書く」と解釈した８）。「その通りに書く」ためには、先入観をもって書いたり、始め
からこうなのだという結論を決めて物事を把握したりしないことが大切である。経験した
事実をそのまま書かせることが大切であると田宮は考えた。そのことによって、経験に潜
む「表出的表現」を得ようとした。この取り組みは、子どもが出来事を見つめ、出来事を
記述する上で必要なことではあるが、子どもの表現が必ずしも「表出的表現」として的を
射たものであるとは限らない。子どもが出来事を「表出的表現」として記述できるように
なるための指導が必要である。「正直に書く」というのは、子どもが感じたこと・思ったこ
とをそのまま書くという意味に使われている。しかし、実際には子どもは簡単に「正直」
に書くことが出来ない。こうした時、子どもが感じたこと・思ったことをそのまま書くこ
とが出来ない「圧力」があると田宮はとらえた。田宮によれば、それは「教師の圧力、仲
間の圧力、親の圧力」という子どもを取り巻く周りの人々から受ける「圧力」だと考えら
れる。それらの「圧力」を取り除くためには「ゆがんだ関係」を立て直す必要があるとさ
れ、その上で実感を持った「信頼感」を形成する必要があるとされている。生活綴方では
こうした「ありのままのことを、ありのままに書く」体験を通して自己認識、人間理解、
現実認識を深めていく。しかし、ここでは文章が書けるようになることで、そうした認識
や理解が得られるのか、それとも認識や理解が得られたから自由になり、文章が書けるよ
うになるのか、文章が書けることと認識の因果関係がわかりにくい。書く過程で認識が深
まってくるとされているが、文章に表現できない子どもは認識が深まらないのではないだ
ろうか。もしそうであるならば、文章に表現する方法を学び、認識を深める必要があるだ
ろう。
文章に表現する方法について、これまで「書くこと」の指導は「取材、構成、記述、推
敲」の各段階についてとらえられてきた。本研究では、その中でも「推敲」の段階に注目
したい。内田信子は推敲と子どもの認識の関係について以下のように述べている。
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作文過程では、表現したいこと（思想）にあわせてぴったりした表現を選びあてはめ
ていくわけではない。作文における思想と表現の関係はすでにヴィゴツキーも指摘し
ているように、デパートで自分のサイズにあわせて既製服を選ぶのではなく、はじめ
は身体の輪郭もはっきりせず、表現という布を切りとったり縫い合わせたりして形を
つくり出す過程で“あっ、そうか”“アハー”と納得する主観的体験を経て、はじめて
身体の実体がつかまえられるような関係なのである９）。
内田によれば、書き直すことは子どもの認識を今ある段階よりさらに深めることができ
る方法であるとされる。さらに次のように述べている。
構想をたてる段階で存在しなかった表象が作文を書く過程で生成され、具体的表現を
探す過程で明確になり、ことばに転化することによって安定する。そして自分の書き
たかったことはこれだと意識化されるのである 10）。
このように、書き直すことによって、新たな表象が生成され、言葉によって自覚化され
るというように、これまで関係なかったものが関係づけて見られるようになるという認識
の深まりが指摘されている。ところが、これまでの書き直しの指導は主に教師が子どもの
書いた作文に朱書きで添削するという教師が主体となった方法が用いられてきた。ここで
は、書き直す主体を子どもに置き換えて考えてみたい。
次に子どもが自分で書いた文章を書き直す活動について詳しく見ていく。自分の書いた
文章を書き直すためには、どこを書き直すのか、書き直す箇所を見出すことが必要である。
青森教育センター発行の『確かで豊かな文章表現力を育てる作文指導の手引き（小学校編）』
によれば
わかりにくいところ、足りないところはないか
前と後ろのくいちがいはないか
誤字、脱字はないか
句読点の打ち方や「　」の使い方はよいか
段落の行がえは正しいか 11）
の５つがあげられている。この前者２つがどこを書き直すかを探す際の視点となる。しか
し、何が「わかりにくい」に該当するのか、また「足りない」に該当するのか、それは誰
が判断するのかということについては定式的な見解があるとは言えない。西郷竹彦は「達
意の文章をめざす作文指導」において「あやまった推敲指導」という節を設けて、児童詩
の第一人者である江口季好の『児童詩教育入門』をとりあげ、その推敲指導について次の
ように検討している。
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江口氏は〈詩には、むだなことばがあってはいけません。〉と言われます。まったく
その通りです。〈むだなことば〉は（詩には）というよりもすべての文章にはと、むし
ろ言うべきかもしれません。
江口氏の解説されている文章の主旨はまったく賛成です。異論はありません。問題
はそこに氏の理論にもとづいて氏自身の実践例として出されていた推敲がはたして
〈むだなことば〉を省いたということになるであろうかという疑問があることです。初
稿の詩が氏のいわれるように〈むだなことばが多いと、全体がまのびして緊張感がう
すれます。それだけに、感動がうすれます。〉といわれるものであるか、と読みなおし
てみますと、私には、かえって、推敲した後の定稿の詩のほうが〈感動がうすれ〉て
しまいます 12）。
ここでは一見むだな重複のように見える言葉が、子どもの息づかいをまざまざと感じら
れるものになっていると解釈することでむだにならないとしている。これは読み手からす
ると一見むだなように見える言葉でも、作者の立場に立って読み直してみるとむだになら
ないという立場の違いによる見方の違いを問題としている。西郷はこうした推敲指導にた
いして次のようにまとめている。
書いた本人の言いたかったことが出つくされているとすれば、それ以上その文章をい
じることは、かえって、よくない結果をもたらします。作者の意図をもこえた表現の
効果、ふかい意味をみんなで発見することで、作文というもののふしぎさ、おもしろ
さを体験させるところから作文指導を再出発させるべきだと考えます 13）。
子どもが書いた文章を推敲するのは、作者の立場に立って行わなければならないとする
ならば、書いた文章に直接手を入れることができるのは、もっとも作者の立場に近い書い
た本人、つまり子どもということになる。しかし、子どもにすべて任せているだけで､子ど
もは自分が表現したいことを充分に表現することができるのだろうか。それが可能だとい
うのなら､作文はただ「書きなさい」というだけで、どの子どもも精錬された文章を書くこ
とができるということになる。現実には、そのようなことはない。どのように表現すれば
いいのかわからず、作文を書くときに困っている子どもが大勢いることをこれまでの教育
実践は示してきた。では、書き直す指導はどのように考えられるだろうか。「どのように書
き直すか」ということについては、確かに子どもが主体となって自ら考える必要があるだ
ろう。表現は子どものものでなければ、子どもの作文は感動がうすれたものになってしま
う。しかし、「どこを書き直すか」ということについては、教師の指導が必要なのではない
だろうか。子どもはある事象をある言葉で表現しているが、本当にその言葉がふさわしい
のか、もっと別の表現にした方がより豊かな文章になるのではないか。教師が子どもの表
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現に可能性を見出した時に､子どもと相談してその可能性を広げる契機をつくることは､書
き直しの指導として必要なのではないだろうか。そう考えると、教師と子どもで文章をよ
り豊かなものにしていく書き直しの指導は「わかりにくいところ、足りないところはない
か、前と後ろのくいちがいはないか」といった伝達方法の正確さや論理整合性といった客
観的な表現方法の吟味の他に「表現のふさわしさ、語彙の選択」といった文学的・感情的
な表現方法の吟味が必要となる。これを授業過程に位置づけ、書き直しの指導を具体化す
るためには、客観的かつ感情的にふさわしい表現を促すような発問が用意される必要があ
る。次に、「書き直し」について一般的な文章作成のマニュアルがどのように扱っているの
かを検討する。
（２）文章作成マニュアルにおける「書き直す」ことの扱い
一般的な文章作成マニュアルは､多数出版されている。最近ではメール等電子媒体でのや
りとりなどの文章を書く機会が多くなっている。そのため、どのように文章を書けばよい
のか､学校教育とは異なった観点で、より上手く「書くこと」についての検討がなされてい
る。その多くは､目的に沿って、マニュアル的に How toを示している。そのため、文章の
書き方が一定の型にあてはめて示されている。「○つの視点」や「○つのルール」や「コ
ツ」「カン」「技法」という副題が多く見受けられる。その中でも「書き直し」を取り上げ
ているものがある。小川晶子は『文章上達トレーニング 45　ラクに書けて、もっと伝わ
る！』の序文で次のように述べている。
この本の内容は「文章の書き方」系の本に多い、文法や間違いやすい表現等の国語的
なお勉強というよりも、楽しく気楽に取り組みながら、スラスラ書けるようになるト
レーニングを主眼としています。実際に手を動かして書くことで、大きな効果が出る
はずです 14）。
ここではトレーニングというのがこれまでの文章の書き方を示した本と異なることを述
べている。トレーニングというのは、一定の運動刺激を継続的に与えて、それに対するか
らだの適合性により、運動能力を向上させるものである。もちろん、ある程度どのように
からだを動かすかという思考が必要であるが、刺激－反応により適合性をあげる部分が大
きい。この本では、そうしたトレーニングの方法を取り入れ、文章が書けるようにするこ
とを目的としている。全体を言語化能力、表現力、論理的思考、構成力、文体・リズム、
構想力、読解力、発想力、推敲力の９つにわけてトレーニングを実施するという構成にな
っている。では、そうしたトレーニングの中に「書き直す」ということがどのように位置
づけられているのだろうか。同書をみると「書き直す」は推敲の項目に入れられていない。
言語化能力の項目に入れられている。同書には「Training１言いたいことを表現できる『言
語化能力』」という節の４番目に「別の表現に言い換えをする」という項目がある。ここに
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は次のように書かれている。
類語を探して、ピッタリな表現に修正するほかにも、別の表現に言い換えたほうが読
みやすくなる場合があります。「本を読むこと」＝「読書」のように単純な名詞にする、
「～しないこともない」＝「する」のように二重否定を肯定にする、などです 15）。
ここでいう「類語を探して、ピッタリな表現に修正する」というのは、「どのように書き
直すか」に相当するものである。「書き直す」というのは、別な表現に言い換えることで、
「ピッタリな表現」にするということである。ここでは書き直す箇所を重複や二重否定、単
純化をあげている。これは形式的な修正であるが、先にみたように、その表現が子どもの
言いたかったことを表している場合は、必ずしも修正すべきであるとは考えられない。そ
のあたりは、大人の文章と異なり、子どもの文章の特徴であるといえる。
もうひとつ、他の文章の書き方に関する本とは異なった視点から書かれているものにつ
いて検討する。それは大野晋によって書かれた『日本語練習帳』である。同書の序文で次
のように書かれている。
私は旧制高等学校の生徒の時、ドイツ語の組だったので、文章を書くには、いつも
“Klar und Deutlich”（澄明で区別明瞭）という言葉を呪文のように唱えていました。この
本でも、人の文章をどう読み取るかということと並んで、日本語を澄明に、区別明瞭
に書くにはどうすればいいか、その入り口をお話ししました 16）。
大野は文章を書くに当たっての目標を「澄明で区別明瞭」としている。以下この本では
それを具体的にどのようにすれば可能となるかが書かれている。そのはじめに「単語の形
と意味に敏感になる」ことを取り上げている（例として「思う」と「考える」が取り上げられ
ている）。この単語は、日常的にあまり意識されないで、文脈の中で何となく使い分けられ
ていることが多い。しかし、言葉として違うものである限り、意味や用途が異なってくる
はずである。その点を意識して「敏感」になろうというのが、大野が文章を書く上で一番
基本としたことである。そうした似ているが意味が異なる単語をとりあげ、文章にそって
その意味の違いを明確にした上で､区別して扱うことができるように､具体的な用途を示し
ている。大野によれば、文章の一番の基本は単語であり、その意味を澄明にした上で、似
たような意味の単語と区別明瞭にして使うことを提言している。
このように見てくると、「書き直す」ことは子どもの表現を豊かにするための方法として
効果があると考えられる。ただし、「書き直す」のは子ども自身であること、「書き直す」
のは、より正確に書くためだけではなく、感情をより豊かに表現するためでもある。「書き
直し」は現在の言葉を別の表現に言い換えるという方法で可能にすることができる。こう
した教材研究の成果をふまえて、授業実践を実施した。
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3 ──「文章スケッチ」の授業実践
次に授業の計画と実際について述べる。授業名は「文章スケッチ」とした。実施学年は
小学校６年生である。教科は国語科で実施した。試行的な実践なので、１時間限りの飛び
込み授業として実施した 17）。【資料１】にある指導案にそって授業の概要を示す。あわせて
【資料２】に授業記録を示す。
この授業では、机の上にクラスにあったドッジボールを置いて、それをクラスのみんな
で見て「くわしく書く」ことを要求した。文章によってそこにある物（ドッジボール）をス
ケッチするように書くことからこの授業を「文章スケッチ」と名付けた。はじめは、単純
に「机の上にドッジボールがあります。」という一文から始める。ここで「文」「主語」「述
語」といった文法上の言葉と意味を教えた上で、「くわしく」書き直す作業を子どもにさせ
る。子どもが書き直したものを板書に色チョークで書き加えていく。実際には次のように
書き直されていった（色で書き換えた部分は下線で示す）。はじめの発問は「このドッジボー
ルを一文で書き表してみよう」である。その結果は、「机の上にドッジボールがあります」
となった。次の発問は「このドッジボールをくわしく表してみよう」である。その結果は、
となった。ここで、書き換えることができない子どものために、補助発問として最初は
「ドッジボールのようすはどうかな」といったように聞いた。しかし、それでは書き出すこ
とができない子どもがいた。そこで、さらに踏み込んで「ドッジボールはどこのボールな
のかな」「色はどうかな」「ドッジボールはどんな形しているかな」とドッジボールが特定
できるように書く手段を提示した。こうすると、書けなかった子どもが書けるようになっ
てきた。
さらにこのままでは一文が長くてわかりづらいことを取り上げ、文を分けて書くように
した。上記の文を分けて書くと、
というように書き換えられた。ここで言葉にこだわらせて、より豊かな表現になるように
「もっと別の言葉で書いてみよう」という提起をした。するとある子どもが、「教室」とい
う部分を次のように書き換えた。
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机の上に　　　　ドッジボールが　あります。
↑　　　　　　　↑
教室の前にある さっきの休み時間に使っていた
教室の前に机があります。その机の上にドッジボールがひとつのっています。
このボールはさっきの休み時間にわたしたちが使っていました。
この子どもは単純な状況描写を「別の言葉」で書くことによって、より詳細な描写で書い
ていることがわかる。このように状況を「別の言葉」に置き換えて説明することによって、
書き換えることができるということを確認した。
さらに別の子どもが次のように書き換えた。
この子どもは、言葉を書き換えるだけではなく、自分の思いを付け加えて書いている。そ
のことで、ドッジボールの状況は詳しく書かれていないものの、子どもの心情が詳しく書
かれている。こうした心情を書き加えるという方法は、子どもにとってはとても詳しく書
かれているという評価を得た。文章はそこにあるものだけでなく、それを見た書き手の気
持ちを表現することもできるということを子どもたちは学んだ。
この後、「このドッジボールをくわしく文章で表してみましょう」という発問によって子
どもたちは最初の一文を複数の文からなる文章へと書き換えていった。多くの子どもが、
原稿用紙（400 字）に書き換えていった。子どもたちは文章で表現することができた（本論
末の【資料３】作品参照）。授業の最後に、「文章スケッチ」の授業の感想を書かせたところ、
次のように書いていた子どもたちがいた。
今日の授業で「文章スケッチ」をしました。最初は全然思いつかなくてとてもいやだ
ったけど、先生にいろいろ聞かれて書けるようになってきて、おもしろくなりました。
中でも「あのドッジボールはどんな形しているかな」って聞かれたときはっとしまし
た。さっき遊んだとき、ゆがんでいたことを思い出したからです。それまでボールは
丸いと思っていたから、よく見るとおもしろいなと思いました。そしたら、スラスラ
書くことが浮かんできました。（女）
今日はへんな授業だった。文章でスケッチなんて。でも、書いてみるとあんがいおも
しろかった。ともだちの書いた文しょうがおもしろかった。じぶんもあんなふうにお
もったことが書けるようになりたいとおもった。（男）
この感想から、授業の前後で子どもの認識が変化していることがわかる。子ども（女）
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窓の外からさんさんと光がさしている教室の前のほうに机があります。…
今は、5時間目、国語の時間だ。今日は先生がドッジボールを机の上においた。
何をするんだろうと思っていたら、これを文章で書いてみようといった。ぼく
はそんなことできるわけがないと思っていたけれど、みるみるうちに書けるよ
うになっていった。今日の国語、ちょっとたのしいかも、と思った。
はただ見ているだけでは気がつかなかった「ボールがゆがんでいる」という事実に書き換
えることを通して気がつくようになっていった。そこには教師の発問の影響もあるが、自
分が体験した事実と眼前の事実をつなぎ合わせて関係性を持たすことができたことを自分
の変化と受け止めている姿がある。書き直すことによって、子どもの認識が深まり、もの
の見方・考え方に変化が現れると言うことができる。つぎの子ども（男）の感想では、事
実を丁寧に見つめることと合わせて、「おもったこと」という心情を描き出すことに注目し
ていることがわかる。心情の描写を「おもしろい」と表現しているだけではなく、「じぶん
もあんなふうにおもったことが書けるようになりたい」というあこがれを抱いている。こ
れまで、そのような気持ちがなかったことから、どのように書きたくなったのかという自
分の思いが表れたこともこの授業の成果であるといえる。
4 ── 考察
この授業実践を通してわかる「書き換える」ことによる作文の指導の意義について考察
する。子どもが作文を書く場合には、対象にせまり、対象を認識して言葉で表現するとい
う過程が必要になる。そのためには、段階的に系統的な指導が行われる必要があるとされ
ていた。子どもは作文を書く中で、対象と向き合うと同時に自分自身と向き合って文章を
書く。子どもが物事や自分自身と向き合えるようにするためには、どのような指導をする
かということが作文の指導や「書くこと」の指導の課題とされてきた。
そうした中、書いたものを書き直すことを通して、物事や自分への認識を深めることが
できる授業を開発しようと本研究を実施した。教材研究の結果より、そうした認識の深ま
りが得られるような発問を組織することで授業を構成してみた。ここではその発問につい
て考察する。
まず、授業記録【資料２】を見ていこう。子どもたちが教師とともに授業で「机の上に
ドッジボールが置いてあります」という一文から書き換えていく過程を教師と子どものや
りとりを中心に記録したものをテキストとして検討する。
授業は子どもたちが比較的自由に発言しているが、これは教師の授業スタイルである。
挙手させて、指名されたものが発言するというスタイルをあまりとっていない。そのため、
発話プロトコルのように子どもが思っていることが発言に出ている。これをもとに、教師
の発問と子どもの反応について検討する。発問は「このドッジボールをくわしく表してみ
ましょう」である。これに対して、子どもは「くわしくって何？」と聞き返している。「く
わしく書く」というだけでは、何をすればいいのかわからない子どもがいる。では、この
子どもは何がわからなかったのだろうか。そこで教師は「ドッジボールの様子はどうか
な？」と問いかけている。教師は子どもにドッジボールの様子に注目させて、書かそうと
している。「くわしく書く」対象を「ドッジボールの様子」であることを明確にすると子ど
もは書けるようになるだろうと予測した。ところが、子どもは「え～。様子って、止まっ
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てる？とか？？」というように、「様子」が示す内容を捉えることができていない。「様子」
という言葉は子どもにとって抽象的で難しいと考えられる。教師はドッジボールを特定さ
せようして「じゃあ、ドッジボールはどこのボールなのかな？」と問いかけてみた。する
と「おれたちのクラスのじゃん」「さっき休み時間につかってたよ」というように自分たち
のことであるという反応を示した。ここでは、子どもが自分の体験と目の前の事実を関連
させてみることができるようになったというのが重要な認識の変化であると考える。ここ
で、それまで自分と関係のなかったドッジボールが子どもの体験をふまえた関係のあるも
のへと変わった。そのことが、子どもの表現を引き出すにいたったと考える。その際、た
だ、発問を噛み砕いて具体的にするだけではなく、子どもにとってドッジボールがどのよ
うなものかを考えさせる発問をすることが必要であると考える。それでもわからない子ど
もがいた。そこで教師は「じゃあ色はどうかな」と具体的に答えられる発問をした。これ
には子どもも「青。クラスカラーだし」と答えている。この時、子どもがただ、「青」とい
うだけではなく「クラスカラー」という表現をしたことを教師はすかさず取り上げている。
さらにそれを受けて「ほらできたじゃない。『クラスカラーの青いドッジボール』ってね。
先生、そういうことだよね」と子どもが発言している。このあたりで、子どもの中には教
師の意図するところが読み取れている者がいることがわかる。そうなると、「それならおれ
だってできるよ。『さっきの休み時間つかってたドッジボール』」というように子どもたち
の中で学び合いが生まれている。教師は子どもの発言に注意深くなければならない。子ど
もの発言の中から、学び合いにつながる一言を逃さず拾い上げて評価することが大切であ
る。しかし、子どもの発言から何を取り上げるかという判断は教師の勘に頼っている。こ
れは授業づくりの大きな課題である。
その後で、ひとつの文から複数の文で構成する文章へと書き換えていくように授業を構
成した。この段階では教師は「どう？」「どうすればいいと思う」というようにほとんど発
問らしい発問をしていない。授業は子どもたちの発話の中で進んでいる。まず、一文が長
いことを「めんどくさい」とか「わかりくにい」として、「話が長いから分けたらいいと思
います」という発言で文を分けて書く事になる。その際、「あれ？つながらない」というよ
うに文と文のつながりを意識していることがわかる。子どもは、文章を書く際に、文と文
のつながり、つまり文脈性に気がついている。そこで、これまでの言葉の順序を入れ替え
ながらより良いつながりを求めて文章化している。このことから、文から文章へと書き換
えていく作業の中で、子どもは文脈として全体を把握した上で、それぞれの文が表現して
いる内容を位置づけていることがわかる。このように書き換えるという行為は、単に言葉
の選択をするだけではなく、文脈として全体を把握しつつ、それぞれの文の表現を位置づ
けていることがわかる。
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5 ── 結語
最後に「文章スケッチ」の実践を振り返って、作文の指導における実践の意義を考えて
みよう。これまで見てきたように、「書き換える」ことは作文の指導において言葉の選択を
通じてよりふさわしい表現を見出すことのみならず、物事と自分の体験との関係がつくり
かえられることがわかった。さらに、文を文章に書き換えていく中で、言いたこと全体が
ひとつのまとまりとなっているという文脈が意識されていくことを見出した。「文章スケッ
チ」は、初めに単純な一文で書き表す。次に、「くわしく一文で表してみよう」という発問
や「別の言い方で表現してみよう」という発問によって、文による表現を広げていく。さ
らに、文と文を組み合わせた文章へと書き換えていく。子どもはこうした過程で書くこと
への意欲を示し、書く事で自分自身の内面にまで踏み込んだ表現ができるようになってき
たり、内面に踏み込んだ表現にあこがれを抱くようになってきたりした。「文章スケッチ」
の実践は、指導の過程としては子どもの学びにあったものであるということができる。
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【資料１】
国語科学習指導案
○○小学校６年○組
授業者　鈴木　隆司
１）授業名　「文章スケッチ」
２）教育目的（授業者の意図）
この授業では、対象となるもの（ドッジボール）をよく見て、自分の感じ取ったことを自分の言葉で
表現することを目的とする。
子どもたちが普段ものを見る時に抱くイメージを言葉でとらえ直させる。その上で、ものを丁寧に見
つめさせ、その結果得られた新たな認識について表現させたい。本授業ではドッジボールを題材として
それを表現する際、言葉にこだわり、本当にその言葉がふさわしいのかということを問いながらドッジ
ボールをとらえ直し、言葉を言い換えながらふさわしい表現を探らせる。そうした上で、ドッジボール
について知ったり、気付いたりしたことを深め、新たにとらえ直したドッジボールのイメージをふまえ
て、文章に書くことができるようにしたい。
３）教材の特徴
「文章スケッチ」というのは、作文指導において、作文を書き直すための練習として開発した授業であ
る。目の前にあるものを見ながら、文章で表現するということは、物事をありのままに書くという点を
単純化している。また、具体物に沿って書くことにより、作文嫌いの理由の１つである「何を書けばよ
いかわからない」という問題を解決できると考える。ものの本当の姿を見るという面では、絵画を制作
する方法である「スケッチ」を参考とした。スケッチではそこにある風景をそのまま写し取るだけでは
なく、実際には聞こえないはずの草の声に耳を傾けるように、自分の内面の声・自分の心の声を聞くこ
とが大切にされている。この考え方を取り入れ、目の前にあるもの（ドッジボール）の状況、色や形に
着目しながら、自分の内面の声を表現させる教材として「文章スケッチ」を位置づけた。
４）教育目標（授業の到達点）
子どもたちが、ドッジボールについて文章で書くときに言葉を選ぶことが大切であるということに気
づき、選んだ言葉で文章を書くことができる。
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５）本時の展開
６）評価
教室にあるドッジボールについて、より詳しく文章で書くことができたか。
教授項目
１．あいさつ
２．文とはどうい
うものかを知る。
３．机の上にある
ドッジボールを見
て一文で表現する。
４．ドッジボール
をよく見て文章で
表現する。
５．まとめ
指導過程
あいさつをする。
ドッジボールを見せる。
文は主語と述語からでき
ていること、書き出しか
ら「。」までが一文である
ことを確認する。
できあがった文と元の文
を比べ、くわしくなって
いることに気づかせる。
一文で書くには限界があ
る。どうしたらもっとく
わしく表せるでしょうか。
一文で書くよりわかりや
すく丁寧に書けることを
知らせる。
書けない子どもへの補助
発問。
はじめと比べて皆さんは、
こんなにくわしく文章を
書くことができるように
なりました。
子どもの活動
あいさつをする。
文とはどういうも
のかを思い出す。
ドッジボールを一
文で表す。
先の文をくわしく
した文を書く。
煩雑さに気がつく
ノートに複数の文
からなる文章を書
く。
感想を書く。
留意点
「文」「主語」「述語」の板書カ
ード
ドッジボールとは何かという
定義へいかないように、「この」
ドッジボールということを強
調する。
『くわしく』という板書カード
を付け足す。
子どもの書いた文を板書し、
次々に書き加えていく。元の
文と書き加えた文で色を分け
て書く。
『文を増やしてみよう』『他の
言葉に置き換えてみよう』板
書カードを貼る。
同じことを表すにもいろいろ
な言い方がある。また、文章
によって、よりわかりやすく、
丁寧に書くことができる。初
めに見たドッジボールと現在
に見ているそれとが違って見
える。
このドッジボールを一文で表すにはどうしたらいいだろう
このドッジボールをくわしく一文で表してみよう
このドッジボールをくわしく文章で表そう
【資料２】
授業記録
ドッジボールを教室の前にある子ども用机の上に置く。ドッジボールはソフトドッジボールと呼ばれる
柔らかいボールである。
Ｔ：今日はこれを文章で書くという授業をします。（板書カード「文章スケッチ」を貼る）
Ｐ：何それ？
Ｐ：またわけわかんないことする～。
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Ｔ：はじめに、このドッジボールを一文で表すにはどうしたらいいだろうか考えてみよう。文には必要
なアイテムが２つあります。それは主語と述語です。（「文」「主語」「述語」というカードを貼り、
文＝主語＋述語と記号で関係を示す。）文は何がにあたる「主語」とどうするに当たる「述語」がつ
ながることが大切です。このドッジボールだとどうなるかな。
Ｐ：ドッジボールが主語かな？
Ｐ：他にないじゃん。
Ｐ：じゃあ述語は？
Ｐ：置いてある。
Ｔ：なるほど、じゃあ今の２つを組み合わせてみよう。
Ｐ：ドッジボール　置いてある。
Ｔ：それをつなげて言うとどうなる？
Ｐ：ドッジボールが置いてある。
Ｐ：何か変だよ。どこに置いてあるのかわからない。
Ｐ：じゃあ、机の上にドッジボールが置いてあります。
Ｐ：いいねぇ。できた。
Ｔ：じゃあ書くよ。（「机の上にドッジボールが置いてあります」と板書）
Ｐ：簡単じゃん。
Ｔ：次にこのドッジボールをくわしく表してみましょう。
Ｐ：くわしくって何？
Ｔ：ドッジボールの様子はどうかな？
Ｐ：え～。様子って、止まってる？とか？？
Ｐ：それじゃわかんないよ。
Ｔ：じゃあ、ドッジボールはどこのボールなのかな？
Ｐ：おれたちのクラスのじゃん。
Ｐ：さっき休み時間につかってたよ。
Ｐ：あっそうか！そういうことね。
Ｐ：なにが？
Ｐ：いいから、いいから。わたしわかった。
Ｐ：でも、おれわかんない。
Ｔ：じゃあ色はどうかな。
Ｐ：青。クラスカラーだし。
Ｔ：クラスカラーっていうのがいいね。
Ｐ：ほらできたじゃない。「クラスカラーの青いドッジボール」ってね。先生、そういうことだよね。
Ｔ：ただのドッジボールがくわしくなったね。
Ｐ：それならおれだってできるよ。「さっきの休み時間つかってたドッジボール」
Ｐ：いいね、いいね。いろいろできそう。
Ｔ：じゃあここでいったんまとめてみよう。
（発言を促し、もとの文に子どもの発言を書き加えていく）
これをひとつの文にまとめると、
教室の前にあるさっきの休み時間に使っていたドッジボールがあります。
（下線部を板書する）
こうなるよね。どう？
Ｐ：なんかめんどくさい。
机の上に　　　　　ドッジボールが　あります。
↑　　　　　　　　↑
教室の前にある　　さっきの休み時間に使っていた
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Ｐ：先生めんどくさいの好きだね。
Ｐ：わかりにくくて、ごちゃごちゃ。
Ｐ：なんか話がややこしい。
Ｔ：じゃあ、どうすればいいと思う
Ｐ：話が長いから分けたらいいと思います。
Ｐ：いいね。
Ｔ：では、そのようにして下さい。誰かできるひと。（挙手、指名）
Ｐ：「教室の前に机があります。」　でひとつ。で、「さっきの休み時間にドッジボールをつかってまし
た。」が次。それで…あれ？つながらない。
Ｐ：「その机の上にドッジボールがひとつのっています。」にしたら？
Ｐ：いいね。つながったね。
Ｐ：じゃあ休み時間はどこいったの？
Ｐ：それで、その次を「このボールはさっきの休み時間にわたしたちがつかっていました。」ってすれば
いいじゃん。（教師はこの間子どもの発言を板書する）
Ｐ：できた。いい感じ。
Ｐ：そうか、分けるってこういうことか。
Ｔ：なるほど。じゃあ、文を分けて、いくつかの文で書いてみよう。もっと別の言葉に言い換えてノー
トに書いてみよう。
（それぞれノートに書き出す。）　
『このドッジボールをくわしく文章で表そう』という板書カードを貼り付ける。
以下、あるグループの記録
Ｐ：けっこう、おもしろいね。これ。
Ｐ：でも、難しいよ。難しいけど、書けそうな気がする。
Ｐ：う～ん、ここからどうしようかな？
Ｐ：くわしく書くんだよ。
Ｐ：そう、別の言い方に変えても書けるよ。
Ｐ：例えばさ、ドッジボールって自分に向かって飛んでくると、ドキドキするよね。
Ｐ：おれは、キターってワクワクする。
Ｐ：それを書くんだよ。
Ｐ：ワクワしましたって書くの？
Ｐ：そこをていねいに。
Ｐ：どんなふうにワクワクしたの？
Ｐ：ん～とね、なんかやるぞって感じかな？
Ｐ：じゃあ、書いてみる。（ノートにか書き出す）…できた！
Ｐ：読んでみて。
Ｐ：うん。『あのドッジボール、さっきの休み時間に使ってました。ドッジボールの試合をしていたら、
○○と目が合いました。その時、おれは「キターッ」と思ってワクワクしました。ものすごい勢い
でボールが飛んできました。バーン！おれは受けとめました。そのドッジボールが今、おれたちの
目の前にあります。』こんな感じかな？
Ｐ：いいね。
Ｐ：できるじゃない。
Ｐ：なんか、おれやる気出てきた。みんなありがとう。
これは記録をとっていたグループの会話である。教師が要求したわけではないが、グループごとに話し
合いながら書いていた。これは、授業の一部だけを切り取った記録である。
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７）国分一太郎『新しい綴方教室』1952 年　新評論　109 頁
2 1 1
和光大学現代人間学部紀要　第8号（2015年3月）
【資料３】
文章スケッチ　子どもの作品より
今は、お昼すぎ。あたたかな日差しが教室の窓からさしている。教室の前には机がひとつおいてある。
その上に、わたしたちのクラスのドッジボールがのっている。先生がさっきおいた。休み時間に、この
ボールでわたしたちは毎日めいっぱい遊んでいる。そのためか、つかいすぎちゃって、ちょっと形がく
ずれている。特に、○○（子どもの名前）がこの前思いきり投げた時にすごくゆがんじゃった。そうい
えば、このボールで遊べるのもあと少しになってきた。ぼくたちは、６年生だからもう少しで卒業する
ことなる。いやだな。もう少し、このクラスでいたいな。（男）
いまは国語の時間だ。今日は何するのかなと思っていたら、先生がドッジボールをもってあらわれた。
先生はつくえの上にドッジボールをおいて「きょうはこれを文しょうでかきます」といった。はじめは
「つくえの上にドッジボールがあります。」とかいた。それではつまらないので、みんなでどんどんかき
かえていった。わたしははじめ、「つくえの上にあおいドッジボールがあります。」としかかけなかった。
でも、○○さん（子どもの名前）が「あおはクラスカラーだ」といったので「つくえの上にあおいドッ
ジボールがあります。それはクラスカラーのいろです。」とかけるようになっていった。それから、みん
なでかいてくと、なんとなくわかってきて、いまこんなに長くかけるようになって、ちょっとびっくり
している。（女）
「つくえの上にぼーるがあります。」からはじまって、それをかきかえるというのが今日の国語だった。
わたしは、ぼーるをよく見た。するとぼーるがよごれていることに気がついた。そういえば、さっきの
休み時間にドッジボールをしたとき、○○（子どもの名前）が水たまりにはめた。○○はいつもおもい
っきりなげるから、へんなところにいっちゃう。ひろいにいくのはわたしだ。わたしはドッジボールを
うけとめるのがへたなので、こんなときにしかボールがまわってこない。だから、○○のようにへんな
ところになげてくれるとラッキー！だから、よごれたドッジボールが好きです。（女）
今日の国語でドッジボールを書きました。つくえの上にあるボールをよく見て書きました。ボールをよ
くみると、おもしろいです。今日、遊んだことを思い出しました。するとちょっぴりわらえました。わ
たしはドッジボールができる休み時間がすきです。（女）
（おくりがな、漢字・かな等表記は原文のママ）
８）田宮輝夫著『生活綴方入門』1978 年　百合出版
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17）本授業は 2013 年 6 月東京都内の公立小学校 6年生 34 名のクラスで実践した。授業者は鈴木隆司で
ある。授業実施にあたって、数回クラスに入り子どもと交流してある程度の関係を構築したうえで
授業を実施した。指導案には、指導計画及び子どもの実態は飛び込み授業のため記載していない。
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